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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000
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UBE3B; Ubiquitin-protein ligase E3B
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	応用
	抗原情報
	背景
	ユビキチンによるタンパク質の修飾は、異常なタンパク質や短寿命タンパク質を分解対象とする重要な細胞機構です。ユビキチン化には、少なくとも3種類の酵素、すなわちE1ユビキチン活性化酵素、E2ユビキチン結合酵素、およびE3ユビキチンタンパク質リガーゼが関与します。この遺伝子は、E2ユビキチン結合酵素からユビキチンを受け取り、標的基質に転移させるE3ユビキチン結合酵素ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質の長いアイソフォームのC末端にあるHECT（E6-AP C末端に相同）ドメインは、ユビキチン転移の触媒部位であり、E2結合酵素と複合体を形成します。したがって、C末端HECTドメインを欠くこのタンパク質の短いアイソフォームは、E2酵素と結合する可能性は低いと考えられます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[機能：E3ユビキチン-タンパク質リガーゼは、E2ユビキチン結合酵素からチオエステルの形でユビキチンを受け取り、その後、標的基質に直接転移します。,経路：タンパク質修飾; タンパク質ユビキチン化。,類似性：1つのHECT（E6AP型E3ユビキチン-タンパク質リガーゼ）ドメインを含みます。,類似性：1つのIQドメインを含みます。,組織特異性：広く発現しています。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解;
	画像データ
	

	UBE3B抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

